


インプラント工法Ⓡで世界の建設を変える工 法 革 命

代表メッセージ

株式会社 技研施工は、技研グループが世界で初めて発明した「圧入原理」を実用化した無公害杭圧入引抜機「サイレントパイラー®」

を活用し、土木建築、その他建設工事全般に関する業務、並びに工事に関するコンサルタントを行っている圧入施工の「リーディン

グカンパニー」です。

世界で環境問題が重要視される中で環境と文明の共生を図り、持続可能な社会を実現させることが、私どもに課せられた大きな使命

です。私たちは「新しい考え方と新しい方法で、新しい物を創り出す新工法」によって、既成概念や既得権益、非合理な慣習が重視

される旧態依然とした建設業界を変革する「工法革命」を実現しなければならないのです。当社は、世界の人々の視点に立った建設

工事のあるべき姿を、環境性・安全性・急速性・経済性・文化性の五つの要件に集約した「建設の五大原則」を遵守する高度な圧入

施工を実践しています。

国民の生命と財産を守り文化生活を向上させる公共工事は、誰もが納得できる構造物や工法でなくてはなりません。

そうした「国民の視点」に立った建設工事のあるべき姿を五つの要件に集約した「工法選定基準」が「建設の五大原則」です。

工事は環境に優しく、無公害であること

工事は安全かつ快適で、工法自体が
安全の原理に適合していること

工事は最短の時間で完了すること工事は合理的で新奇性・発明性に富み、
工費は安価であること

工事は高い文化性を有し、完成物は
文化的で芸術性に溢れていること

建設の五大原則では、環境性、安全性、

急速性、経済性、文化性の五つの要素

を調和のとれた正五角形で遵守するよ

う定めています。工事費が安いからと

言って環境が破壊されてよいわけでは

なく、安全だからと言って工期が長期

化してもいけません。五つの要件を高

い次元でバランスよく満たす工法が、

科学的・合理的に選択されなくてはな

りません。

私たち技研グループは、五つの要件を

高次元で遵守する新工法開発に取り組

んでいます。

建設の五大原則で定める五つの要件ごとに評価項目から評価得点を算定し、五角形のレーダーチャートにプロットします。

要件ごとの遵守レベル（評価得点）のバランスと大きさにより客観的な工法評価が行えます。

Q. 求める人物像を教えてください！

Q. 社風について教えてください！

代表取締役社長　西川昭寛

当社は「開発型企業」ですので、既成概念にとらわれず、常に新しいことを考え、実践できる気概のある方をお待ちしています。

Q. 新３Kについて教えてください！
従来の建設業界の職場環境を表す「3Ｋ：きたない・きつい・きけん」に対して、新しい建設業界を牽引する当社は

「新 3Ｋ：かっこよく（美）・かしこく（賢）・きめたとおりに（確）」を新たに提唱し、行動指標としています。

難工事や前例のない工事を成功に導くためには、若手からベテランま

で、さらには部署の垣根を超え、全社員が力を合わせて取り組まなけ

ればなりません。そのため必然的に社内は風通しがよく、気軽に相談

し合える環境になっています。

社長にインタビュー！

建設の五大原則
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例えば、地震や津波・巨大台風でも破堤しない堤防の補強を行う「イ

ンプラント堤防Ⓡ」、地盤の液状化を抑止する「拘束地盤免震」など、

独創技術による防災・減災工法を数多く提唱し、国土防災の重要性と

緊急性を提唱してきました。誰も行ったことのない難易度の高い現場

に対して、積み重ねた実績に基づく高い提案力・技術開発力・管理力

によって、その制約条件を克服し、不可能を可能にします。 

技研施工は、これからもインプラント工法で世界の建設を変える「工

法革命」の最前線で「圧入の家元」としての質の高い圧入技術を提供

してまいります。





先輩インタビュー
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工法の普及や工事受注活動を担当
チームワークで工事を完成させる達成感がある

　私は中学生の頃から建設業に興味があり、高校入学後も建設業界の求人を探していまし

た。その中で技研施工は、他にはない新しい工法で、世界へ広く展開している企業である

ことを知り、自分も携わってみたいと考え、志望しました。

　現在はセッターをしながら、時折オペレータの卵として機械操作にチャレンジしていま

す。今の仕事で自分が頑張ってきた結果が形となり、人々の命や財産を守ることに繫がる

など社会への貢献度の高さにやりがいを感じています。自分も工事を成功させ会社に大き

く貢献できる人材になることが目標です。

　また、私は昨年セネガル・ダカール港の埠頭改修工事のメンバーに選ばれ、初めて海外

での現場作業を経験しました。慣れない環境で戸惑いがある中の作業でしたが、心強い先

輩方のサポートもあり、無事スムーズに完工することができました。これからも自分にで

きることを一つずつ増やしながら、圧入業界のNo.1 オペレータを目指していきます。

　私の社内経歴は、2010年にサイレントパイラーのメーカーである技研製作所に入社し、

総務課で会社施設や社有車の管理、役員送迎などを担当していました。その後、希望して

いた技研施工に異動となり、まずは現場でセッター業務を通して機械や工法の知識を蓄え

ました。そして、元請会社に提出する安全書類を作成する部署を経て、現在に至ります。

　現在の仕事は、圧入工法の普及や工事受注活動です。一つの現場に、工法の提案・受注

から携わり、無事完成までこぎ着け、元請会社の方々に喜んでもらえ、さらに会社に利益

をもたらすことができたときには達成感を感じます。もちろん、私だけの力ではなく、現

場で杭打ちに関わる人たちや、機械を準備してくれた人たちなど、多くの人のおかげで工

事を完成させることができる、その一翼を担っていることに大きなやりがいを感じます。
工務課／四国

片岡 良輔（カタオカ リョウスケ）

2010 年入社

実証施工課／西日本

和田 祥英（ワダ ショウエイ）

2017 年入社

実証施工課／東日本

廣瀬 大嗣（ヒロセ ダイジ）

2019 年入社

「開発型施工企業」として常に新しいことにチャレンジできる環境
先輩方のように世界という広いフィールドで活躍したい

自分の頑張りが形となって後世に残る
国内外問わず人命や財産を守る社会貢献度の高い仕事

　私の所属する部署では、圧入施工現場でサイレントパイラーを使った杭打ち工事を行っ

ています。

　今の役割は、サイレントパイラーのオペレータを補助するセッターです。セッターには、

杭を圧入する準備のほか、機械の点検など、現場を進めていくうえで重要な役割が多くあ

ります。現場では、安全作業はもちろんのこと、当社が大切にしている企業文化「環境整備」

や「M&M」を遵守し、常にきれいな状態を保てるように心がけています。

　私は、「選ばれる人間になる」を自らのテーマとし、自分に今できることを常に考えなが

ら業務に臨んでいます。セッターの次は、工事完成に導くオペレータ、その後は現場全体

を管理できる職長を経験し、圧入施工のプロフェッショナルになります。そうして、入社

時からの目標である、「世界という広いフィールドでの活躍」を実現します。

圧入のプロフェッショナルへの第一歩は現場から始まります。
入社直後は現場作業の補助的役割から始まり、成長度合いや本人の適性・希望によって、上級オペレータや職長など、
より高度な仕事へステップアップします。ここで培った経験が、様々なセクションでも活躍できる力となり、
自分を成長させることができます。（キャリアステップのイメージや年数は目安です）

キャリアプラン

ブラザー制度

工事部に配属になった新入社員に対して、年齢の近い先輩社員が「ブラザー」になり、指導を行う制度です。
ブラザーは業務指導だけではなく、職場の人間関係などさまざまなアドバイスをして関わることで、新入社員とともに仕事へ
の不安や不満を解消し、仕事に安心して臨める環境づくりを行っていきます。また、ブラザー自身も後輩指導を通じてコミュ
ニケーション力や総合的人間力の向上を果たし、成長していくことができます。

セッター オペレータ 上級オペレータ 職長 エキスパート

1 年目

10年目
3 ～ 5 年目

オペレータが圧入作業を

集中してできる環境づく

りを行う

工事を完成に導く圧入機

のオペレーションを現場

にて実践

複数機種のオペレーション

ができる圧入のスペシャリ

スト。技術指導も担う

現場のメンバーをまとめ、

圧入工事の遂行を指揮する

現場の計画から、工程・予

算・品質管理までを行う

圧入のスペシャリストで

ありながら高い管理能力を

有し、職長・オペレータを

兼任する








